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インターネット使用におけるリテラシー教育の是非 

インターネットは現代社会において、情報収集やコミュニケーションなどの重要な役割を果たして

います。一方で、インターネットを適切に活用するためには、適切なリテラシー教育が必要とされ

ています。 

リテラシー教育は、インターネットを使用する上で必要な知識やスキルを教育することで、個人が

安全かつ効果的にインターネットを活用できるようにすることができます。例えば、個人情報保護

やオンライン詐欺の防止など、インターネットを利用する上でのリスクを知り、対処することができ

ます。 

したがって、リテラシー教育はインターネット使用において非常に重要であり、推奨されるべきで

す。特に、子供や高齢者など、インターネットの使用に不慣れな人々に対しては、適切なリテラシ

ー教育が必要不可欠です。リテラシー教育が普及することで、より安全で有益なインターネットの

利用が促進されることになります。 
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SNSグループトークでのコミュニケーションの行き違い 

SNSグループトークでのコミュニケーションの行き違いは、以下のような原因が考えられます。 

1. 読み手の異なり：グループトークには、複数の人が参加するため、読み手が異なる場合

があります。そのため、発信者が意図した内容が、読み手によって違う解釈をされてしま

う場合があります。 

2. 文脈の不足：グループトークでは、雑談や冗談、話題の変更などが頻繁に起こるため、一

度に複数の会話が行われます。そのため、文脈が不足して、会話が把握しにくくなる場合

があります。 

3. メッセージの不明確さ：メッセージの送り方や、表現方法によっては、発信者が意図したメ

ッセージが、不明確なまま伝わってしまう場合があります。たとえば、表情や声のトーンな

どが伝わらないため、冗談ととられるべきメッセージが本気で言っているものと受け取ら

れてしまう場合があります。 

4. ネットスラングの使用：グループトークでは、ネットスラングが頻繁に使用されます。しか

し、参加者の中には、ネットスラングを理解できない人がいる場合があります。そのため、

メッセージの意図が伝わらない場合があります。 

これらの行き違いを防ぐためには、以下のような対策があります。 

1. 明確なメッセージの送り方：メッセージの送り方や表現方法には注意を払い、意図が明確

に伝わるように心がけましょう。 

2. ネットスラングの避け方：ネットスラングは、参加者が理解できる範囲で使用するようにし

ましょう。参加者が理解できない場合には、丁寧な説明をするなど、配慮をするようにしま

しょう。 

3. フォローアップ：メッセージの伝わり方や読み手の解釈を確認するために、フォローアップ

のメッセージを送るようにしましょう。また、自分自身がメッセージの解釈に違いがあった

場合には、遠慮なく確認するようにしましょう 
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マッチングアプリ利用における危険性 

マッチングアプリは、異性と出会うことを目的として利用されるアプリですが、利用にはいくつかの

危険性が存在します。 

1. 詐欺や犯罪被害: マッチングアプリには、悪質なユーザーが登録している場合がありま

す。このようなユーザーによって、詐欺や犯罪被害に遭うことがあります。特に、個人情報

やお金などを要求される場合は注意が必要です。 

2. 偽プロフィール: マッチングアプリでは、自分自身のプロフィールを作成する必要がありま

す。しかし、偽の情報を登録したり、他人の写真を使用したりするユーザーがいる場合が

あります。これによって、出会いの場でのトラブルや問題が生じることがあります。 

3. セキュリティの問題: マッチングアプリでは、個人情報を登録する必要があります。しか

し、アプリ自体のセキュリティが不十分であったり、悪意のあるユーザーによって個人情

報が漏洩することがあります。 

4. オンラインいじめ: マッチングアプリでは、メッセージのやり取りが行われることがありま

す。しかし、相手によっては、暴言や嫌がらせなどのオンラインいじめを受けることがあり

ます。 

以上のような危険性を踏まえ、マッチングアプリを利用する際には、自己防衛のための対策を講じ

る必要があります。例えば、自分自身の個人情報やお金を開示しない、相手の情報を確認する、

トラブルが生じた場合には適切な対応をするなどが挙げられます。また、マッチングアプリの利用

には、十分な自己管理と判断力が必要とされるため、注意して利用するようにしましょう。 
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インターネットを使ってコミュニケーションをするなら知っておきたいこと、心がけたいこと 

インターネットを使ってコミュニケーションをする場合、知っておきたいことや心がけたいことは以下

の通りです。 

1. 相手の立場や気持ちを考えること：相手がどのような立場や気持ちでコミュニケーションを

しているかを理解し、適切な言葉遣いや態度で接することが大切です。 

2. 個人情報やプライバシーに配慮すること：個人情報やプライバシーを守ることが大切で

す。自分自身の情報を漏らさないようにするだけでなく、相手の情報を不用意に共有しな

いようにすることも必要です。 

3. 偏見や差別的な発言を避けること：インターネット上では、匿名性があるために偏見や差

別的な発言が横行することがあります。こうした言葉遣いを避け、相手を尊重することが

大切です。 

4. 冷静に対応すること：時には、感情的になってしまうこともあるかもしれませんが、冷静に

対応することが大切です。相手の言葉に反応して自分も感情的になってしまうことは避

け、落ち着いて対応するようにしましょう。 

5. 嘘やデマに惑わされないこと：インターネット上では、嘘やデマが拡散されることがありま

す。真偽を確かめずに情報を鵜呑みにせず、事実確認を行うことが大切です。 

6. セキュリティに気を配ること：インターネット上では、セキュリティに関するリスクがあるた

め、適切なセキュリティ対策を行うことが必要です。ウイルス対策や不審なリンクをクリッ

クしないなどの対策を行うようにしましょう。 

以上のようなことを意識して、安心かつ円滑なコミュニケーションを行うようにしましょう。 
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ネットショッピングにおけるトラブル事例 

ネットショッピングにおけるトラブル事例としては、以下のようなものが挙げられます。 

1. 商品の不良品や欠陥品が届いた場合：商品が不良品や欠陥品であった場合、返品や交

換、修理などの対応が必要となります。この場合、商品を送ったショップ側とのコミュニケ

ーションが重要となります。 

2. 商品が届かなかった場合：商品が届かない、配送が遅れるなどの問題が生じた場合、シ

ョップ側とのコミュニケーションが必要となります。また、配送業者とのやり取りも必要とな

る場合があります。 

3. 誤った商品が届いた場合：注文と異なる商品が届いた場合、返品や交換が必要となりま

す。この場合も、ショップ側とのコミュニケーションが重要です。 

4. 支払いトラブル：クレジットカード情報が盗まれたり、不正利用されたりするなどの支払い

トラブルが生じる場合があります。この場合は、速やかにクレジットカード会社やショップ

側に連絡し、対応する必要があります。 

5. 詐欺被害：ショップが存在しない、商品が存在しない、偽のショップサイトに誘導されるな

ど、詐欺被害に遭う可能性があります。この場合は、信頼できるショップを利用することが

大切です。 

以上のようなトラブルを避けるためには、以下のような対策が必要となります。 

1. 信頼できるショップを選ぶ：信頼できるショップを選ぶことが大切です。口コミや評判を確

認したり、信頼できるショップを利用することが重要です。 

2. 支払い方法の確認：支払い方法については、クレジットカードや代金引換など、安全な方

法を選択しましょう。 

3. 商品やサービスの詳細確認：商品やサービスの詳細を確認することが大切です。商品の

説明や写真、価格などをしっかりと確認し、疑問があればショップ側に問い合わせましょ

う。 
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アプリゲーム課金によるトラブルについて 

アプリゲーム課金によるトラブルには、以下のようなものがあります。 

1. 誤操作による課金: ゲーム中に誤って課金を行ってしまった場合、返金ができない場合

があります。特に、タッチ操作が多いゲームでは、指が滑ってしまって誤って課金してしま

うことがあるため、注意が必要です。 

2. 課金詐欺: 課金アイテムが必要なゲームでは、詐欺アプリや偽のサイトなどに誘導され、

不正な課金をされる場合があります。特に、無料でダウンロードできるアプリでは、注意が

必要です。 

3. 過剰課金: ゲーム内アイテムに対して過剰に課金してしまう場合があります。ゲーム内ア

イテムが高額である場合や、継続的に課金しなければならない場合は、注意が必要で

す。 

4. ゲーム内アイテムの不正取得: ハッキングなどの不正手段によって、ゲーム内アイテムを

不正に取得する場合があります。これは、アカウント凍結などのペナルティを受ける可能

性があります。 

これらのトラブルを防ぐためには、以下のような対策があります。 

1. 課金前の確認: 課金前には、誤課金の防止のために確認画面を確認するなど、課金が

本当に必要なのかを確認することが重要です。 

2. 正規のアプリをダウンロード: 不正なアプリやサイトからダウンロードしないようにしましょ

う。 

3. 課金額の設定: ゲーム内アイテムに対して過剰に課金しないよう、課金額の上限を設定

することができます。 

4. セキュリティ対策: ストアパスワードの設定や二段階認証の設定など、アカウントのセキュ

リティ対策を行うことが重要です。 

以上のような対策を講じることで、アプリゲーム課金によるトラブルを防ぐことができます。 
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インターネット利用における個人情報の流出 

インターネット利用における個人情報の流出は、ネットワーク上で個人情報が不正に取得され、第

三者に悪用されることを指します。個人情報が流出すると、以下のような被害が発生する可能性

があります。 

1. 詐欺被害：個人情報が不正に入手され、詐欺被害にあう可能性があります。たとえば、偽

の請求書や請求メールが送られてきたり、不正アクセスや不正送金などの被害を受ける

可能性があります。 

2. プライバシー侵害：個人情報が流出すると、プライバシーが侵害される可能性がありま

す。たとえば、SNSやブログなどに自分の情報が載せられ、迷惑メールやセールス電話

などのスパムが届く可能性があります。 

3. 身元盗用：個人情報が不正に入手された場合、クレジットカード情報などの金融情報を悪

用される可能性があります。クレジットカード不正利用によって、被害者の信用情報が損

なわれる場合もあります。 

これらの被害を防ぐためには、以下のような対策があります。 

1. 個人情報の取り扱いに注意する：ネット上で自分の個人情報を書き込む際には、個人情

報保護のために注意しましょう。特に、氏名や住所、電話番号、メールアドレス、クレジット

カード番号などの重要な個人情報は慎重に扱う必要があります。 

2. セキュリティ対策を行う：パスワードの管理やセキュリティソフトの導入など、個人情報を

保護するためのセキュリティ対策を行いましょう。 

3. 不正アクセスの防止：不正アクセスやマルウェア感染などを防ぐため、セキュリティソフト

の導入や定期的なアップデートを行いましょう。 

4. 情報開示には慎重に：ネット上で自分の個人情報を開示する場合には、情報の信頼性を

確認しましょう。不審なサイトやメールには、情報を開示しないようにしましょう。 
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インターネットで金銭トラブルに合わないために必要なこと 

インターネットで金銭トラブルに合わないために必要なことは以下の通りです。 

1. 安全なウェブサイトやアプリを利用すること：信頼できるサイトやアプリを利用することで、

不正なトラブルに巻き込まれる可能性を減らすことができます。また、SSL暗号化された

ウェブサイトを利用することで、情報漏えいを防止することもできます。 

2. 不審なメールやリンクに注意すること：フィッシング詐欺やスパムメールには注意が必要

です。不審なメールやリンクを開かないようにし、特にログイン情報やクレジットカード情報

などの個人情報を要求されるようなメールには警戒しましょう。 

3. 支払い方法を確認すること：支払い方法を確認し、クレジットカードや PayPalなどの安全

な決済方法を利用することが大切です。また、先払いで商品が届かなかった場合に備

え、代金引換や後払いなどの支払い方法を選択することも有効です。 

4. 取引相手の評判や評価を確認すること：オークションサイトなどでは、取引相手の評判や

評価を確認することができます。取引相手の信頼性を確認し、取引相手が信頼できるか

どうかを判断するようにしましょう。 

5. 商品の情報をよく確認すること：商品の情報をよく確認し、返品・交換についてのルールを

確認することが大切です。また、商品が届いた際には、すぐに商品の状態を確認し、問題

がある場合は返品や交換の手続きを行うようにしましょう。 

6. 安全なパスワードを設定すること：安全なパスワードを設定し、定期的にパスワードを変

更することが大切です。また、同じパスワードを複数のサイトやアプリで利用しないように

することも有効です。 

これらのことを意識し、安全なインターネット利用を心がけることが、金銭トラブルを防止するため

に必要です。 
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著作物の二次利用、不正ダウンロードについて 

著作物の二次利用や不正ダウンロードについては、以下のような問題が考えられます。 

1. 著作権侵害：著作権者の許可を得ずに、著作物を二次利用した場合や、不正ダウンロー

ドを行った場合、著作権者の権利を侵害することになります。これは法的に問題となる場

合があります。 

2. セキュリティリスク：不正ダウンロードを行うことで、ウイルスやマルウェアなどのセキュリ

ティリスクを引き起こすことがあります。不正なファイルやソフトウェアをダウンロードする

と、パソコンやスマートフォンなどがウイルスに感染する恐れがあります。 

3. 倫理的問題：不正ダウンロードや、著作物を二次利用することは、倫理的にも問題がある

とされます。著作物を作成した人々の労働や創造性を尊重することが大切であり、その権

利を侵害することは避けるべきです。 

以上のような問題を回避するためには、以下のような対策があります。 

1. 著作権の尊重：著作権法を遵守することが大切です。著作権者の許可を得ずに、著作物

を二次利用したり、不正ダウンロードを行わないようにしましょう。 

2. ライセンスの確認：著作物を利用する場合には、ライセンスについて調べておくことが大

切です。特に、クリエイティブ・コモンズなどのライセンスを持つ著作物は、一定の条件の

もとで自由に利用できる場合があります。 

3. セキュリティ対策の強化：ウイルスやマルウェアなどのセキュリティリスクを避けるために

は、アンチウイルスソフトウェアを導入し、定期的に更新することが大切です。 

4. 教育の強化：不正ダウンロードや著作物の二次利用について、周囲の人々に教育するこ

とも大切です。特に、子どもたちには、正しい知識を持ってインターネットを利用すること 
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違法な転売チケットを売らない、買わない 

違法な転売チケットを売ったり買ったりすることは、チケット業界やイベント主催者、そして他のチ

ケットを正規に購入する人々に大きな損失を与えることになります。そこで、以下のような理由か

ら、違法な転売チケットを売ったり買ったりしないように心がけることが重要です。 

1. チケット転売は違法である：日本では、イベントやライブなどのチケットを転売することは、

法律で禁止されています。チケット転売を行うと、法律に違反することになり、刑事罰を受

ける可能性があります。 

2. 偽チケットや重複チケットのリスクがある：転売チケットは、本来の販売ルートを経由して

いないため、偽チケットや重複チケットなど、不正なチケットが混じっている可能性があり

ます。これらのチケットを購入してしまうと、イベントに参加できないだけでなく、大きな損

失を被ることになります。 

3. 公正な価格で販売されない：転売チケットは、元の価格よりも高い値段で売られることが

一般的です。これは、需要と供給のバランスが崩れることによって、チケットの価値が上

がることが原因です。しかし、このような値上がりは公正なものではなく、本来の価格より

も高い値段を支払うことで、消費者が損失を被ることになります。 

以上のような理由から、違法な転売チケットを売らない、買わないことが大切です。チケットを購入

する際には、公式サイトや正規の販売店での購入を心がけ、違法な転売に手を染めないようにし

ましょう。 
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SNSなどへの不適切な投稿が原因で訴訟される 

SNSなどに不適切な投稿をすることで訴訟になる可能性があります。具体的には、以下のような

場合が挙げられます。 

1. 名誉毀損：SNSにおいて、他人の名誉を傷つける投稿をした場合、名誉毀損として訴えら

れる可能性があります。 

2. プライバシー侵害：SNSにおいて、他人のプライバシーを侵害するような投稿をした場

合、プライバシー侵害として訴えられる可能性があります。 

3. 著作権侵害：SNSにおいて、他人の著作物を無断で使用した場合、著作権侵害として訴

えられる可能性があります。 

4. 名誉回復請求：名誉毀損などの投稿により、自身の名誉が傷ついた場合、名誉回復請求

をすることができます。 

以上のような問題を回避するためには、以下のような対策が必要となります。 

1. 投稿内容の確認：投稿する前に、自身の投稿内容が不適切でないかどうか確認すること

が大切です。 

2. プライバシーの尊重：他人のプライバシーを尊重することが大切です。個人情報を含む投

稿をしないようにしましょう。 

3. 著作権の尊重：他人の著作物を使用する場合は、必ず許可を得るようにしましょう。 

4. 炎上対策の準備：もしも自身の投稿が炎上してしまった場合、冷静に対応することが大切

です。適切な対応策を用意し、迅速かつ的確に対応することが必要です。 

 

  



 

12 

SNSに写真をアップロードすることの危険性 

SNSに写真をアップロードすることには、いくつかの危険性が存在します。 

1. プライバシーの侵害: アップロードした写真には、自分自身や他の人々の顔や個人情報

が含まれている場合があります。このような情報が不正に利用されたり、誤解を招いたり

することがあります。 

2. セキュリティの問題: 写真には、GPS情報や撮影場所など、プライベートな情報が含まれ

ている場合があります。これらの情報が悪意のある人々に利用され、プライバシーや安全

性に悪影響を与えることがあります。 

3. オンラインいじめ: アップロードした写真が、悪意のある人々によって使われたり、改ざん

されたりすることがあります。これにより、自分自身や他の人々に対してオンラインいじめ

が行われることがあります。 

4. 法的問題: アップロードした写真が、著作権や肖像権などの法的問題を引き起こすことが

あります。特に、他人の写真を勝手にアップロードすることは、法的に問題がある場合が

あります。 

これらの危険性を踏まえ、SNSに写真をアップロードする際には、プライバシーや安全性を保護す

るために注意が必要です。自分自身や他人の顔や個人情報を公開しないようにしたり、GPS情報

や撮影場所などの情報を削除するようにしたりすることが重要です。また、自分自身が撮影した写

真であっても、著作権や肖像権についても確認し、適切に扱うようにしましょう。 
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SNSなどで誹謗中傷の被害にあってしまったときの対策 

SNSなどで誹謗中傷の被害にあってしまった場合、以下の対策を行うことが重要です。 

1. 被害の証拠を保存すること：誹謗中傷の内容をスクリーンショットなどで保存しておき、被

害の証拠とすることが大切です。 

2. SNS運営会社に報告すること：SNS運営会社に対して被害を報告し、適切な措置を取っ

てもらうように依頼しましょう。 

3. 警察に相談すること：被害が深刻な場合は、警察に相談することが有効です。警察に報

告することで、被害者の権利を守ることができます。 

4. 弁護士に相談すること：弁護士に相談することで、法的手続きを進めることができます。

特に、誹謗中傷が違法行為である場合には、法的手続きを行うことで被害を取り戻すこと

ができます。 

5. 自己防衛策を考えること：誹謗中傷の被害に遭わないように、自己防衛策を考えることが

重要です。例えば、SNS上では自分のプライバシーを守るために、本名や住所などの個

人情報を公開しないようにすることや、知らない人との交流には注意することなどが挙げ

られます。 

以上の対策を行うことで、誹謗中傷の被害を最小限に抑えることができます。 
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SNS との上手な付き合い方 

SNS（ソーシャルネットワーキングサービス）との上手な付き合い方には、以下のようなポイントが

あります。 

1. 自分にとってプラスになる情報をフォローする SNSには、たくさんの情報が流れていま

す。自分にとって価値のある情報をフォローすることで、有益な情報を得ることができま

す。 

2. 適度な利用時間を守る SNSには、時間を忘れてしまいがちなほどの魅力があります。し

かし、適度な利用時間を守ることで、生産性のある時間を確保することができます。 

3. ネガティブな情報に触れすぎないようにする SNSには、ネガティブな情報も多く存在して

います。過剰にそのような情報に触れることで、心理的なストレスを感じることがありま

す。できるだけ、ポジティブな情報にフォーカスするようにしましょう。 

4. 適切な投稿を心がける SNSは、自分の考えや感情を発信する場でもあります。適切な

投稿を心がけることで、自分の信頼性を高めることができます。 

5. コミュニケーションを大切にする SNSは、コミュニケーションの場でもあります。人とのつ

ながりを大切にすることで、新たな出会いやチャンスをつかむことができます。 

これらのポイントを意識することで、SNS との上手な付き合い方ができるでしょう。 

 


